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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月4日(2014.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リン酸のヒドロキシ置換ジエステルの塩を調製するためのプロセスであって、
　（ａ）五酸化リンを含むリン酸処理剤を、４から２０個の炭素原子を有する一価アルコ
ールおよびアルキレンジオールと反応させる工程であって、一価アルコール：アルキレン
ジオールのモル比は、０．２：０．８から０．８：０．２であり、それにより、形成され
る生成物混合物は、リン含有酸官能基を含有する工程；および
　（ｂ）前記工程（ａ）の生成物混合物を、少なくとも１種のアルキル第一級アミンまた
は少なくとも１種のアルキル第二級アミンを含むアミンと反応させる工程
を含むプロセス。
【請求項２】
　前記一価アルコールが、２－エチルヘキサノールを含む、請求項１に記載のプロセス。
【請求項３】
　前記アルキレンジオールが、１，２－プロピレングリコールを含む、請求項１または請
求項２に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記一価アルコール：アルキレンジオールのモル比が、０．４：０．６から０．７：０
．３である、請求項１から３までのいずれかに記載のプロセス。
【請求項５】
　前記リン酸処理剤が、五酸化リンを含み、前記五酸化リン１モル（Ｐ２Ｏ５として計算
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した）当たり、一価アルコールとアルキレンジオールとの合計２から３．５モルを反応さ
せる、請求項１から４までのいずれかに記載のプロセス。
【請求項６】
　初期の投入量の五酸化リン１モル当たり、一価アルコールとアルキレンジオールとの合
計２．５から３．５モルを反応させ、それにより形成される中間生成物を、その後に第２
の投入量の五酸化リンと反応させる、請求項５に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記アルキレンジオールが前記反応混合物に導入される前に、前記一価アルコールの少
なくとも一部を前記リン酸処理剤と反応させる、請求項１から６までのいずれかに記載の
プロセス。
【請求項８】
　前記工程（ａ）により調製された生成物混合物が、式
【化１１】

（ここで、Ｒは、前記一価アルコールにより与えられるアルキル基であり、それぞれのＸ
は、独立して、Ｒ、またはＨ、または－Ｃ３Ｈ６ＯＨ基であり、但し、少なくとも１個の
Ｘは、Ｈであることを条件とする）で表される少なくともいくつかの分子を含む、請求項
１から７までのいずれかに記載のプロセス。
【請求項９】
　前記工程（ａ）の反応が、４０℃から１１０℃で行われる、請求項１から８までのいず
れかに記載のプロセス。
【請求項１０】
　前記アミンが、６から１８個の炭素原子を有する少なくとも１種のアルキル第一級アミ
ンを含む、請求項１から９までのいずれかに記載のプロセス。
【請求項１１】
　前記アミンが、１０から２２個の炭素原子を有する少なくとも１種の第二級アミンを含
む、請求項１から１０までのいずれかに記載のプロセス。
【請求項１２】
　前記工程（ａ）により調製された生成物混合物を、アミンに加えて塩基性金属含有化合
物と反応させる、請求項１から１１までのいずれかに記載のプロセス。
【請求項１３】
　式

【化１２】

［ここで、Ｒは、４から２０個の炭素原子を有するアルキル基であり、それぞれのＱは、
独立して、水素、または１から６個の炭素原子のアルキル基であり、それぞれのＸは、独
立して、Ｒ、またはＨ、または－Ｒ’ＯＨ基（ここで、Ｒ’は、２から６個の炭素原子の
アルキレン基である）であり、但し、少なくとも１個のＸは、Ｈであることを条件とする
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］
で表される少なくともいくつかの分子を含むリン含有組成物のアルキル第一級アミン塩ま
たはアルキル第二級アミン塩を含む組成物であって、さらに、前記組成物は、アルキレン
オキシドのダイマー化またはオリゴマー化に由来するダイマーまたはオリゴマー部分を含
有する種を実質的に含まないことを条件とする、組成物。
【請求項１４】
　潤滑粘度の油、および請求項１３に記載の組成物を含む潤滑剤。
【請求項１５】
　ギア、車軸、またはトランスミッションを潤滑する方法であって、それらに請求項１４
に記載の潤滑剤を供給する工程を含む方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　開示される技術は、潤滑組成物に耐摩耗性能を与えるための本明細書で記載されるとお
りの製品の使用も提供する。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　リン酸のヒドロキシ置換ジエステルの塩を調製するためのプロセスであって、
　（ａ）リン酸処理剤を、一価アルコールおよびアルキレンポリオールと反応させる工程
であって、一価アルコール：アルキレンポリオールのモル比は、約０．２：０．８から約
０．８：０．２であり、それにより、形成される生成物混合物は、リン含有酸官能基を含
有する工程；および
　（ｂ）前記工程（ａ）の生成物混合物を、少なくとも１種のアルキル第一級アミンまた
は少なくとも１種のアルキル第二級アミンを含むアミンと反応させる工程
を含むプロセス。
（項目２）
　前記リン酸処理剤が、五酸化リンを含む、項目１に記載のプロセス。
（項目３）
　前記一価アルコールが、約４から約２０個の炭素原子を有する、項目１または項目２に
記載のプロセス。
（項目４）
　前記一価アルコールが、２－エチルヘキサノールを含む、項目１から３までのいずれか
に記載のプロセス。
（項目５）
　前記アルキレンポリオールが、１，２－プロピレングリコールを含む、項目１から４ま
でのいずれかに記載のプロセス。
（項目６）
　前記一価アルコール：ポリアルキレンポリオールのモル比が、約０．４：０．６から約
０．７：０．３である、項目１から５までのいずれかに記載のプロセス。
（項目７）
　前記一価アルコール：ポリアルキレンポリオールのモル比が、約０．４５：０．５５か
ら約０．６７：０．３３である、項目１から６までのいずれかに記載のプロセス。
（項目８）
　前記一価アルコール：ポリアルキレンポリオールのモル比が、約０．４５：０．５５か
ら約０．５５：０．４５である、項目１から７までのいずれかに記載のプロセス。
（項目９）
　前記リン酸処理剤が、五酸化リンを含み、前記五酸化リン１モル（Ｐ２Ｏ５として計算
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した）当たり、一価アルコールとアルキレンポリオールとの合計約２から約３．５モルを
反応させる、項目１から８までのいずれかに記載のプロセス。
（項目１０）
　初期の投入量の五酸化リン１モル当たり、一価アルコールとアルキレンポリオールとの
合計約２．５から約３．５モルを反応させ、それにより形成される中間生成物を、その後
に第２の投入量の五酸化リンと反応させる、項目９に記載のプロセス。
（項目１１）
　前記アルキレンポリオールが前記反応混合物に導入される前に、前記一価アルコールの
少なくとも一部を前記リン酸処理剤と反応させる、項目１から１０までのいずれかに記載
のプロセス。
（項目１２）
　前記工程（ａ）により調製された生成物混合物が、式
【化１１】

（ここで、Ｒは、前記一価アルコールにより与えられるアルキル基であり、それぞれのＸ
は、独立して、Ｒ、またはＨ、または－Ｃ３Ｈ６ＯＨ基であり、但し、少なくとも１個の
Ｘは、Ｈであることを条件とする）で表される少なくともいくつかの分子を含む、項目１
から１１までのいずれかに記載のプロセス。
（項目１３）
　前記工程（ａ）の反応が、約４０℃から約１１０℃で行われる、項目１から１２までの
いずれかに記載のプロセス。
（項目１４）
　前記工程（ａ）により調製された生成物混合物が、アルキレンオキシドのダイマー化ま
たはオリゴマー化に由来するダイマーまたはオリゴマー部分を含有する種を実質的に含ま
ない、項目１から１３までのいずれかに記載のプロセス。
（項目１５）
　前記アミンが、約６から約１８個の炭素原子を有する少なくとも１種のアルキル第一級
アミンを含む、項目１から１４までのいずれかに記載のプロセス。
（項目１６）
　前記アミンが、約１０から約２２個の炭素原子を有する少なくとも１種の第二級アミン
を含む、項目１から１５までのいずれかに記載のプロセス。
（項目１７）
　前記工程（ａ）により調製された生成物混合物を、アミンに加えて塩基性金属含有化合
物と反応させる、項目１から１６までのいずれかに記載のプロセス。
（項目１８）
　項目１から１７までのいずれかに記載のプロセスにより調製された生成物。
（項目１９）
　式



(5) JP 2013-536842 A5 2014.9.18

【化１２】

［ここで、Ｒは、約４から約２０個の炭素原子を有するアルキル基であり、それぞれのＱ
は、独立して、水素、または１から約６個の炭素原子のアルキル基であり、それぞれのＸ
は、独立して、Ｒ、またはＨ、または－Ｒ’ＯＨ基（ここで、Ｒ’は、２から６個の炭素
原子のアルキレン基である）であり、但し、少なくとも１個のＸは、Ｈであることを条件
とする］
で表される少なくともいくつかの分子を含むリン含有組成物のアルキル第一級アミン塩ま
たはアルキル第二級アミン塩を含む組成物であって、さらに、前記組成物は、アルキレン
オキシドのダイマー化またはオリゴマー化に由来するダイマーまたはオリゴマー部分を含
有する種を実質的に含まないことを条件とする、組成物。
（項目２０）
　潤滑粘度の油、および項目１８または項目１９に記載の生成物を含む潤滑剤。
（項目２１）
　ギア、車軸、またはトランスミッションを潤滑する方法であって、それらに項目２０に
記載の潤滑剤を供給する工程を含む方法。
（項目２２）
　耐摩耗剤を調製するための、項目１から１７までのいずれか一項に記載のプロセスの使
用。
（項目２３）
　潤滑組成物に耐摩耗性能を与えるための、項目１８または項目１９に記載の生成物の使
用。
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